
■講師紹介：板宮 晶大 (いたみや あきひろ)  一般社団法人 拡張現実防災普及（ARB）代表理事   

      1995年 阪神淡路大震災後、住み込みボランティアをする。 

           自発的に動くことの大切さを知る。 

      2003年 早稲田大学社会科学部卒業。 

      2006年 司会業とFM西東京ラジオパーソナリティを務める。 

      2011年 兄が災害用アプリの研究を開始。 

      2020年 起業 ARを使った防災訓練を各地で開催。 

■導入実績：東京都(渋谷区/墨田区/千代田区)、神奈川県(横浜市/川崎市)、愛知県田原市、      

      三井住友建設、トヨタ自動車、清水建設、都内小学校、都立高校 他多数  

■メディア：FNNプライムオンライン、TBS Nスタ、テレビ朝日サンデーLIVE‼ 

 掲載実績 フジテレビめざましテレビ、他多数 

主催：北区児童館ネットワーク事業  1班 

チーム☺ニコ（赤羽北・浮間・袋）Presents 

日 時：令和4年11月29日（火） 

    午前10時～午前11時30分 

場  所：赤羽北ふれあい館 2階 第1ホール 
募集人数：先着50名  ※当日はお子様連れで参加は出来ますが、託児はありません 

対  象：乳幼児・児童保護者 

申込み先：下記の児童館に直接申込み下さい。（電話申込み可） 

     ・赤羽北児童館           03（3906）1149 

     ・浮間子ども・ティーンズセンター  03（3960）5301 

     ・袋児童館             03（3908）8561 

 「北区児童館ネットワーク事業」とは 

 子育て支援、子育ち支援を地域全体で行うことにより、地域の方々との交流を深め「地域の子どもは地域

で育てる」という意識をみんなが持ち、子育てしやすい環境づくりを目指していく。地域みんなで子どもの育

ちを見守り、共に喜ぶ、町づくりを進めています。 

 首都直下地震や、台風の影響などでも水害の増える今、防災への意識が高まって

います。 

 AR（CGを現実世界に映し出すことが出来る技術）を用いた「災害の疑似体験」

を使って、親子で学ぶ防災の大切さを伝えている〝パパ防災士″板宮さんが、防災

を日常の延長として、防災センスを教えてくれます。キーワードは『当事者意識』 

子どもと一緒の避難や、日頃の備えなど、 

           ARを使って一緒に学びませんか？ 


